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PICK UP

定例会の流れ　｜　会　期：令和７年11月28日▶12月15日（18日間）

本定例会で可決した主な議案

■長寿センター運営事業
・六郷長寿センター空調設備更新工事
・中川長寿センター空調設備更新工事
　それぞれの長寿センターの空調について不具合
の発生している部屋の空調更新工事を行うもの。

2,000万円

■用排水路管理事業
・遠隔水門等監視システム改修工事
　水門を一元管理する遠隔操作制御盤について、
アナログから光ケーブルへの変更と設備機器の改
修を行うもの。
　対象の水門は比較的大きな水路に設置されてい
る18か所。

2,800万円

令和７年　第５回定例会

02

11/28　開会 議案上程、提案説明　ほか

12/ １～４ 24人の議員が市政に対して一般質問（＊詳しい内容はP４～９）

12/ ８、９ 常任委員会、特別委員会で付託された議案を審査（＊詳しい内容はP10）

12/15　閉会 付託された議案等の委員長報告～議決　ほか（＊審議結果はP12）

一時保護施設の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正 （議案第130号）
児童福祉施設の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正 （議案第132号）

令和７年度一般会計補正予算　歳入歳出 30億9,344万円の増額 （議案第141号、151号）04
一般会計の総額に歳入歳出それぞれ30億9,344万円を追加し、予算の総額を1,715億4,770万円
とする。

※万円未満は四捨五入しています。

　一時保護施設等に配置される児童指導員等の職員要件として、こども家庭ソーシャルワーカーの資
格を有する者や精神保健福祉士の資格を有する者を追加するもの。
　こども家庭ソーシャルワーカーとは、令和６年４月に創設された新しい資格の専門職で、児童相談
所等で子どもや家庭が抱える様々な困難に対し、専門的な知識と技術に基づいて適切な支援につなぐ
役割を果たす職のこと。

　高崎市斎場、ハーモニー高崎ケアセンター、高崎市夜間休日
急病診療所、サンライフ高崎、吉井物産センターふれあいの里
等19施設の公の施設の管理を行わせるため、指定管理者を指定
するもの。

03 建築基準法関係手数料条例の一部改正 （議案第135号）

　申請に対する審査の結果、手数料の額に変更が生じる場合があること及び国が推進する建築確認に
おけるオンライン化に対応する必要があることから、手数料の徴収時期に特例を定めることにより申
請者の利便性の向上と事務の効率化を図るため、所要の改正をするもの。

請願の 審 議 結 果 可決した意見書

◦請願第６号
　学校給食の無償化を求めることについて ◦気候変動の影響を踏まえた治

水機能増強のための迅速な調
査を求める意見書

提出された下記の請願を審議した結果、継続審
査となりました。

下記の意見書を国の関係機関などに提出しまし
た。詳しい内容は市議会ホームページをご覧く
ださい。

■道路施設メンテナンス事業
・橋りょう長寿命化工事
　環状大橋の橋台及び橋脚のクラック補修を前
倒し施工するもの。

1,465万円
■障害者福祉事業
・障害児通所給付費
・障害児相談支援給付費

４億6,994万円
2,413万円

■乳幼児等保健指導事業
・産後ケア委託料
　受入れ体制や施設等の拡充が進んだことによる
利用件数の増加見込みに対応するため増額するも
の。

3,000万円

■群馬中央第二土地区画整理事業

・用地買収費
・物件移転補償

1億549万円
1,349万円
9,200万円

■スマートＩＣ周辺整備事業
・地質調査委託料 1,100万円

■物価高騰対策分の給食材料費を増額
・小学校
・中学校
・幼稚園
・特別支援学校

2,214万円
1,310万円
17万円
25万円

01 公の施設の指定管理者の指定 （議案第109号～議案第127号）

一般会計補正予算を可決
　令和７年第５回定例会は、下記の日程により
18日間の会期で開かれました。
　本定例会では、一般会計・特別会計の補正予
算などの議案47件及び議員提出議案２件を原案
のとおり可決しました。なお、請願１件は継続
審査、意見書案１件は可決となりました。
　また、24人の議員が市政に対して一般質問を
行いました。

吉井物産センターふれあいの里



（5） （4）

一 般 質 問市政を問う
議員が市政全般について、その事務
の執行状況や将来の方針等の報告・
説明を求めたり質問したりすること
をいいます。  （※質問者順に掲載）

質
問　
本
市
の
５
歳
児
健
診
は
、

保
護
者
ア
ン
ケ
ー
ト
で
対
象
者
を

抽
出
し
て
い
る
が
、
巡
回
方
式
ま

た
は
、
こ
ど
も
園
等
へ
の
ア
ン
ケ

ー
ト
を
活
用
す
る
併
用
方
式
を
採

用
す
る
考
え
は
。

答
弁　
本
市
で
は
、
こ
ど
も
発
達

支
援
課
に
よ
る
こ
ど
も
園
等
へ
の

巡
回
相
談
を
実
施
し
て
お
り
、
専

門
職
員
が
担
任
や
希
望
す
る
保
護

者
へ
助
言
を
行
っ
て
い
る
。
当
面

は
、
現
在
の
方
法
を
継
続
し
、
よ

り
効
果
的
な
事
業
と
な
る
よ
う
模

索
し
て
い
き
た
い
。

質
問　
阿
久
津
水
処
理
セ
ン
タ
ー

の
老
朽
化
に
伴
う
建
て
替
え
の
際

に
は
、
し
尿
・
生
ご
み
、
下
水
道

汚
泥
で
発
電
す
る
バ
イ
オ
マ
ス
利

活
用
セ
ン
タ
ー
の
建
設
が
有
効
と

思
わ
れ
る
が
、
市
の
考
え
は
。

答
弁　
現
在
の
阿
久
津
水
処
理
セ

ン
タ
ー
だ
け
で
は
、
下
水
道
汚
泥

の
利
活
用
が
で
き
な
い
た
め
、
関

係
機
関
と
の
連
携
を
図
り
つ
つ
、

本
市
の
特
性
に
合
っ
た
最
適
な
取

り
組
み
を
研
究
し
た
い
。

質
問　
小
学
校
の
早
朝
７
時
開
門

に
つ
い
て
、
あ
ら
か
じ
め
問
題
点

や
課
題
を
洗
い
出
し
、
対
応
を
明

確
に
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
現
場

の
教
員
へ
の
意
見
聴
取
は
ど
の
よ

う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

答
弁　
質
問
等
は
小
学
校
長
会
を

通
じ
て
市
教
育
委
員
会
に
寄
せ
ら

れ
る
仕
組
み
の
た
め
、
個
別
に
先

生
方
へ
の
意
見
聴
取
の
予
定
は
な

い
が
、
質
問
等
が
あ
っ
た
場
合
は
、

し
っ
か
り
と
対
応
し
て
い
き
た
い
。

質
問　
林
間
学
校
榛
名
湖
荘
は
、

市
内
の
小
学
校
５
年
生
が
自
然
体

験
学
習
の
場
と
し
て
利
用
し
て
い

る
が
、
使
用
し
て
い
な
い
時
期
に

一
般
客
を
受
け
入
れ
て
み
て
は
ど

う
か
。
本
市
の
考
え
は
。

答
弁　
榛
名
湖
荘
は
、
毎
年
５
月

か
ら
10
月
は
市
内
58
校
の
小
学
校

５
年
生
が
校
外
学
習
を
行
っ
て
い

る
。
児
童
が
入
校
し
て
い
な
い
11

月
か
ら
４
月
は
、
施
設
の
修
繕
な

ど
を
行
っ
て
い
る
た
め
、
一
般
利

用
者
へ
の
開
放
は
難
し
い
が
、
今

後
研
究
し
て
い
き
た
い
。

質
問　
難
病
で
は
な
く
障
が
い
で

外
出
が
困
難
な
子
ど
も
に
つ
い
て

も
、
小
児
慢
性
特
定
疾
病
児
童
等

特
別
助
成
事
業
の
対
象
と
な
る
よ

う
制
度
拡
充
を
検
討
で
き
な
い
か
。

ま
た
、
保
護
者
負
担
が
大
き
い
障

が
い
の
あ
る
子
ど
も
の
通
学
に
つ

い
て
、
支
援
を
強
化
す
る
考
え
は
。

答
弁　
重
度
の
身
体
・
知
的
障
害

児
も
外
出
支
援
の
対
象
と
す
べ
く
、

制
度
の
拡
充
に
向
け
具
体
的
な
検

討
を
進
め
る
。
ま
た
、
ホ
ー
ム
ヘ

ル
パ
ー
が
学
校
ま
で
同
行
す
る
通

学
支
援
を
最
長
３
カ
月
で
実
施
し

て
い
る
。
通
年
で
の
支
援
は
、
先

進
自
治
体
を
参
考
に
研
究
し
た
い
。

質
問　
不
登
校
に
限
ら
ず
幅
広
い

子
ど
も
を
対
象
に
、
匿
名
で
も
参

加
で
き
る
オ
ン
ラ
イ
ン
居
場
所
づ

く
り
と
し
て
、
教
育
版
マ
イ
ン
ク

ラ
フ
ト
を
活
用
す
る
考
え
は
。

答
弁　
不
登
校
対
策
や
教
材
と
し

て
活
用
し
て
い
る
自
治
体
も
あ
る

が
、
ゲ
ー
ム
的
要
素
が
強
く
、
依

存
や
視
力
低
下
等
の
心
配
も
あ
る
。

今
後
他
市
の
状
況
を
注
視
し
た
い
。

質
問　
自
警
団
パ
ト
ロ
ー
ル
活
動

補
助
金
事
業
に
お
け
る
、
今
後
の

自
警
団
編
成
へ
の
支
援
は
。

答
弁　
現
在
編
成
を
検
討
し
て
い

る
地
域
に
は
説
明
会
を
開
催
し
、

地
域
の
実
情
に
対
応
し
た
編
成
が

進
め
ら
れ
る
よ
う
随
時
相
談
に
応

じ
て
い
る
。
自
警
団
編
成
に
よ
り

防
犯
意
識
や
安
心
感
が
さ
ら
に
高

ま
り
、
地
域
内
の
安
全
・
安
心
に

つ
な
が
る
よ
う
支
援
し
た
い
。

質
問　
民
生
委
員
を
含
む
行
政
委

員
は
成
り
手
不
足
の
状
況
で
あ
り
、

町
内
会
は
推
薦
に
苦
慮
し
て
い
る

が
、
行
政
が
支
援
す
る
考
え
は
。

答
弁　
各
種
行
政
委
員
は
地
域
住

民
の
声
を
行
政
に
つ
な
げ
る
重
要

な
役
割
で
あ
り
、
地
域
を
代
表
す

る
町
内
会
へ
の
推
薦
依
頼
は
、
行

政
へ
の
住
民
参
加
促
進
の
観
点
か

ら
大
切
な
取
り
組
み
と
認
識
し
て

い
る
。
広
報
高
崎
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活

用
し
て
活
動
の
必
要
性
を
周
知
す

る
ほ
か
、
推
薦
に
当
た
っ
て
の
相

談
に
は
、
各
所
管
課
に
お
い
て
事

案
ご
と
に
丁
寧
に
対
応
し
た
い
。

質
問　
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ

ー
カ
ー
を
活
用
し
た
不
登
校
問
題

対
策
事
業
に
つ
い
て
、
令
和
６
年

度
の
相
談
支
援
案
件
の
解
決
割
合

が
令
和
５
年
度
に
対
し
低
下
し
て

い
る
が
、
そ
の
要
因
は
。

答
弁　
低
下
の
要
因
に
つ
い
て
、

一
概
に
傾
向
は
言
え
な
い
が
、
近

年
の
不
登
校
に
関
す
る
相
談
支
援

の
内
容
は
複
数
の
要
因
が
絡
み
合

っ
て
お
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
関
係
機

関
と
連
携
し
た
複
合
的
な
支
援
が

必
要
な
場
合
が
多
く
、
短
期
間
で

の
解
決
に
至
る
事
案
が
相
対
的
に

少
な
か
っ
た
た
め
と
考
え
て
い
る
。

質
問　
本
市
全
体
の
人
口
減
少
は
、

全
国
や
県
と
比
較
し
て
も
緩
や
か

で
あ
る
が
、
倉
渕
・
榛
名
地
域
の

人
口
動
態
と
高
齢
化
の
状
況
は
。

答
弁　
人
口
動
向
は
、
倉
渕
地
域

は
減
少
傾
向
、
榛
名
地
域
は
横
ば

い
か
ら
や
や
減
少
に
転
じ
る
も
の

と
な
る
。
特
に
倉
渕
地
域
で
は
、

年
少
人
口
の
減
少
と
老
年
人
口
の

増
加
が
継
続
し
て
お
り
、
今
後
も

同
様
の
状
況
が
見
込
ま
れ
る
。

質
問　
事
情
を
抱
え
る
子
ど
も
の

受
け
入
れ
先
と
し
て
、
児
童
養
護

施
設
と
里
親
制
度
の
充
実
が
重
要

で
あ
り
、
国
が
推
進
し
て
い
る
里

親
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設
置
が
必
要

と
考
え
る
が
、
本
市
の
見
解
は
。

答
弁　
里
親
の
包
括
的
な
支
援
を

一
体
的
に
行
え
る
里
親
支
援
セ
ン

タ
ー
の
必
要
性
は
感
じ
て
い
る
が
、

現
段
階
で
は
制
度
的
な
枠
組
み
等

の
さ
ま
ざ
ま
な
検
討
が
必
要
で
あ

る
た
め
、
今
後
先
行
自
治
体
の
取

り
組
み
を
確
認
し
検
討
し
た
い
。

質
問　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
支

援
員
確
保
へ
の
今
後
の
取
り
組
み

は
。
ま
た
支
援
員
が
長
時
間
働
け

る
よ
う
学
校
職
場
で
従
事
で
き
る

環
境
整
備
が
必
要
だ
が
、
見
解
は
。

答
弁　
令
和
８
年
度
か
ら
一
般
社

団
法
人
高
崎
学
童
に
事
業
を
委
託

し
、
支
援
員
の
や
り
が
い
を
伝
え

る
取
り
組
み
等
を
共
同
で
行
う
こ

と
を
検
討
し
て
い
る
。
ま
た
、
長

時
間
働
け
る
環
境
の
整
備
に
つ
い

て
は
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
あ
る
た

め
、
今
後
研
究
し
た
い
。

質
問　
文
化
芸
術
、
ス
ポ
ー
ツ
が

生
み
出
す
都
市
の
魅
力
と
発
展
に

ど
の
よ
う
な
考
え
で
今
後
取
り
組

ん
で
い
く
の
か
。

答
弁　
本
市
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
で

は
多
く
の
国
際
・
全
国
大
会
を
開

催
し
て
お
り
、
ま
た
、
高
崎
芸
術

劇
場
で
も
世
界
的
な
音
楽
家
に
よ

る
公
演
が
行
わ
れ
て
い
る
。
今
後

も
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
、
市

民
や
来
客
者
に
、
高
崎
市
民
で
良

か
っ
た
、
ま
た
高
崎
に
行
き
た
い
、

住
み
た
い
と
思
っ
て
も
ら
え
る
魅

力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
努
め
た
い
。

質
問　
若
者
の
呼
び
込
み
が
期
待

で
き
る
ア
ー
バ
ン
ス
ポ
ー
ツ
な
ど

の
施
設
の
整
備
に
つ
い
て
、
計
画

的
に
取
り
組
む
考
え
は
。

答
弁　
本
市
に
は
、
吉
井
運
動
公

園
に
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
施
設
が
あ

り
、
多
く
の
市
民
に
利
用
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
、
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド

や
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
の
民
間
施
設
も

あ
る
。
今
後
の
さ
ら
な
る
整
備
は
、

競
技
人
口
の
増
加
な
ど
を
見
守
り

つ
つ
必
要
性
を
研
究
し
た
い
。

質
問　
熊
の
出
没
情
報
な
ど
に
関

す
る
近
隣
市
町
村
と
の
連
携
や
、

市
民
へ
の
情
報
提
供
の
方
法
は
。

答
弁　
市
町
村
境
周
辺
で
の
出
没

情
報
を
得
た
場
合
は
、
関
係
市
町

村
間
で
速
や
か
に
情
報
共
有
を
図

っ
て
い
る
。
市
民
へ
は
、
安
心
ほ

っ
と
メ
ー
ル
の
配
信
や
防
災
無
線
、

ス
ピ
ー
カ
ー
車
に
よ
る
注
意
喚
起

等
を
行
う
と
と
も
に
、
地
域
の
区

長
や
教
育
機
関
に
も
情
報
を
共
有

し
て
い
る
。
な
お
11
月
26
日
に
高

崎
市
ク
マ
出
没
Ｓ
Ｏ
Ｓ
緊
急
ダ
イ

ヤ
ル
を
開
設
し
、
夜
間
や
休
日
で

も
つ
な
が
る
体
制
を
整
え
て
い
る
。

質
問　
熊
な
ど
有
害
鳥
獣
対
策
に

お
け
る
、
吉
井
地
域
の
猟
友
会
の

体
制
は
。

答
弁　
吉
井
地
域
で
は
17
人
の
猟

友
会
員
が
市
と
猟
友
会
で
組
織
す

る
鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊
の
隊
員

と
な
っ
て
い
る
。
全
員
が
散
弾
銃

や
ラ
イ
フ
ル
銃
等
を
使
っ
て
狩
猟

を
行
え
る
第
一
種
銃
猟
免
許
を
所

持
し
て
お
り
、
熊
出
没
の
際
も
捕

獲
が
で
き
る
体
制
を
整
え
て
い
る
。

宮み
や
は
ら
だ

原
田 

綾あ
や
か香 

（
た
か
さ
き
未
来
）

発
達
特
性
の
あ
る
未
就
学
児
に
対
す
る
支
援

バ
イ
オ
マ
ス
資
源
の
利
活
用

堀ほ
り
ぐ
ち口 

　
順す

な
お

（
市
民
ク
ラ
ブ
）

子

育

て

支

援

高た
か
は
し橋 

美み
な
お

奈
雄

（
市
民
ク
ラ
ブ
）

ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
本
市
の
ま
ち
づ
く
り

角か
ど
く
ら倉 

邦く
に
よ
し良

（
超
党
派
の
会
）

熊

対

策

三み
し
ま島 

久く

み

こ
美
子

（
た
か
さ
き
未
来
）

小
学
校
の
早
朝
７
時
開
門

榛

名

湖

振

興

小お

の野 

聡さ
と
こ子

（
公
明
党
）

障
が
い
の
あ
る
子
ど
も
の
外
出
や
通
学
の
支
援

多
様
な
子
ど
も
を
支
え
る
オ
ン
ラ
イ
ン
居
場
所
づ
く
り

横よ
こ
た田 

卓た
く
や也

（
市
民
ク
ラ
ブ
）

地
域
防
犯
の
取
り
組
み

民
生
委
員
・
児
童
委
員

新に
い
く
ら倉 

哲て
つ
ろ
う郎

（
超
党
派
の
会
）

不
登
校
児
童
生
徒

日
本
の
将
来
推
計
人
口
を
踏
ま
え
た
本
市
の
人
口
課
題

（P5参照）

（P6参照）

（P6参照）

●アーバンスポーツ
　　    （P4参照）

スケートボード、BMX、ブレイキンなど、広場やストリートなどの都市（Urban）の空間を舞台に繰
り広げられるスポーツのこと。

●小児慢性特定疾病
　児童等特別助成事業

小児慢性特定疾病の患者に対する市独自の支援策で、重度の難病を持つ子どもがテーマパークなどへ外
出した際にかかった費用（チケット代、交通費等）の助成を行っている。まめ知識
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まめ知識

伊い
と
う藤 

敦あ
つ
ひ
ろ博

（
日
本
共
産
党
）

小
学
校
の
早
朝
開
門
問
題

松ま
つ
も
と本 

賢け
ん
い
ち一

（
新
風
会
）

手
話
に
関
わ
る
施
策
の
推
進

中な
か
む
ら村 

さ
と
美み

（
公
明
党
）

婚

活

支

援

防

犯

対

策

質
問　
本
市
で
行
っ
て
い
る
婚
活

支
援
の
内
容
と
実
績
は
。
ま
た
、

マ
ッ
チ
ン
グ
ア
プ
リ
を
活
用
し
た

出
会
い
の
場
を
創
出
す
る
考
え
は
。

答
弁　
た
か
さ
き
縁
結
び
応
援
団
、

婚
活
支
援
事
業
、
倉
渕
出
会
い
支

援
事
業
で
婚
活
の
支
援
を
行
い
、

２
７
４
組
の
カ
ッ
プ
ル
が
成
立
し

た
。
ま
た
、
マ
ッ
チ
ン
グ
ア
プ
リ

は
、
気
軽
に
婚
活
が
で
き
る
が
、

詐
欺
や
犯
罪
等
の
危
険
性
も
あ
る
。

引
き
続
き
有
効
性
を
研
究
し
た
い
。

質
問　
自
警
団
を
結
成
し
た
地
域

に
活
動
費
等
を
補
助
す
る
制
度
が

ス
タ
ー
ト
し
た
が
、
編
成
状
況
は
。

ま
た
、
青
色
回
転
灯
装
備
車
に
よ

る
パ
ト
ロ
ー
ル
、
い
わ
ゆ
る
青
パ

ト
の
実
施
に
必
要
な
手
続
き
は
。

答
弁　
現
在
、
城
山
、
南
陽
台
、

里
見
、
西
部
地
区
で
自
警
団
が
編

成
さ
れ
、
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
青
パ
ト
の
実
施
に
は
、
警

察
と
運
輸
支
局
へ
の
手
続
き
が
必

要
と
な
る
。
本
市
は
、
ど
ち
ら
の

手
続
き
へ
も
サ
ポ
ー
ト
を
行
い
、

青
パ
ト
活
動
を
推
進
し
て
い
る
。

質
問　
定
住
人
口
の
増
加
に
向
け

た
本
市
の
こ
れ
ま
で
の
施
策
は
。

答
弁　
移
住
・
定
住
に
直
接
つ
な

が
る
事
業
と
し
て
は
、
移
住
支
援

金
や
移
住
促
進
資
金
利
子
補
給
金
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
本
市
の
魅
力
を
発
信
す

る
Ｐ
Ｒ
事
業
を
実
施
し
た
。
ま
た
、

子
育
て
支
援
や
商
工
、
農
政
、
文

化
ス
ポ
ー
ツ
等
に
お
け
る
本
市
独

自
の
多
様
な
施
策
が
新
た
な
定
住

人
口
の
増
加
に
つ
な
が
っ
て
い
る

と
認
識
し
て
い
る
。

質
問　
令
和
７
年
11
月
、
国
は
人

口
戦
略
本
部
を
設
置
し
た
が
、
そ

の
内
容
と
本
市
へ
の
影
響
は
。

答
弁　
公
表
さ
れ
て
い
る
内
容
は
、

若
者
や
女
性
を
含
む
誰
も
が
自
ら

選
ん
だ
地
域
で
住
み
続
け
ら
れ
る

社
会
の
実
現
の
た
め
、
社
会
保
障

サ
ー
ビ
ス
の
維
持
、
少
子
化
対
策

の
推
進
、
地
方
の
生
活
環
境
、
地

方
経
済
の
創
生
な
ど
、
人
口
減
少

対
策
に
総
合
的
に
取
り
組
む
方
針

が
示
さ
れ
て
い
る
。
よ
い
政
策
が

打
ち
出
さ
れ
た
場
合
は
本
市
の
施

策
の
推
進
に
活
用
し
た
い
。

質
問　
上
信
電
鉄
は
、
日
常
生
活

を
支
え
る
重
要
な
交
通
機
関
で
あ

る
。
利
用
者
を
増
や
す
た
め
に
、

イ
ベ
ン
ト
の
実
施
が
効
果
的
と
考

え
る
が
、
本
市
の
支
援
の
考
え
は
。

答
弁　
本
市
で
は
、
県
や
沿
線
の

市
町
村
と
連
携
し
、
上
信
電
鉄
の

利
用
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目
的
と

し
た
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
な
ど
の
イ

ベ
ン
ト
開
催
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ

ズ
の
作
成
な
ど
の
支
援
を
行
っ
て

い
る
。
引
き
続
き
利
用
者
の
確
保

に
向
け
た
支
援
に
取
り
組
み
た
い
。

質
問　
２
０
２
９
年
、
本
県
で
国

民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
・
全
国
障
害
者

ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
開
催
さ
れ
る
が
、

障
害
者
に
対
す
る
ス
ポ
ー
ツ
の
振

興
を
ど
の
よ
う
に
進
め
る
の
か
。

答
弁　
本
市
は
、
障
害
の
あ
る
人

に
ボ
ッ
チ
ャ
な
ど
の
軽
ス
ポ
ー
ツ

用
具
の
貸
し
出
し
や
、
出
前
講
座

と
し
て
運
営
の
手
伝
い
等
を
行
っ

て
い
る
。
今
後
も
事
業
を
継
続
し
、

障
害
の
あ
る
人
で
も
ス
ポ
ー
ツ
を

楽
し
め
る
よ
う
、
障
害
の
種
類
や

程
度
に
応
じ
た
支
援
に
努
め
た
い
。

質
問　
吉
井
地
域
に
は
合
併
前
か

ら
防
災
行
政
無
線
が
あ
る
が
、
故

障
の
声
も
多
い
。
現
在
の
運
用
状

況
と
設
置
、
故
障
箇
所
数
は
。

答
弁　
箕
郷
、
新
町
、
榛
名
、
吉

井
地
域
は
合
併
前
に
整
備
し
た
無

線
が
あ
り
、
災
害
や
時
報
、
有
害

鳥
獣
出
没
情
報
等
を
発
信
し
て
い

る
。
設
置
数
は
箕
郷
17
、
新
町
25
、

榛
名
96
、
吉
井
60
カ
所
で
、
故
障

数
は
箕
郷
３
、
新
町
１
、
榛
名
３
、

吉
井
12
カ
所
で
あ
る
。
整
備
後
30

～
40
年
が
経
過
し
、
故
障
も
生
じ

て
い
る
が
、
順
次
修
繕
し
て
い
る
。

質
問　
防
災
行
政
無
線
は
、
地
域

住
民
に
と
っ
て
大
切
な
情
報
ツ
ー

ル
で
あ
る
。
過
去
に
廃
止
の
情
報

も
あ
っ
た
が
、
今
後
の
見
通
し
は
。

答
弁　
本
市
の
防
災
行
政
無
線
は
、

電
波
法
令
に
よ
り
令
和
４
年
11
月

ま
で
と
さ
れ
て
い
た
が
、
他
の
無

線
局
の
運
用
に
妨
害
を
与
え
な
い

場
合
に
限
る
と
の
条
件
で
、
使
用

期
間
が
当
分
の
間
に
改
正
さ
れ
た
。

今
後
も
引
き
続
き
使
用
可
能
な
期

間
の
範
囲
内
で
運
用
し
た
い
。

質
問　
ま
つ
り
は
、
世
代
や
立
場

を
超
え
た
交
流
の
場
と
な
り
、
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
維
持
や
文

化
継
承
、
郷
土
愛
の
醸
成
、
地
域

経
済
の
活
性
化
等
多
面
的
な
価
値

を
持
つ
が
、
近
年
の
外
的
要
因
の

変
化
に
よ
る
開
催
へ
の
影
響
を
ど

の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
か
。

答
弁　
来
場
者
の
安
全
確
保
を
最

優
先
と
し
な
が
ら
、
伝
統
文
化
継

承
の
た
め
に
継
続
す
る
こ
と
が
重

要
と
考
え
る
。
物
価
・
人
件
費
の

高
騰
に
は
出
店
料
の
見
直
し
や
協

賛
企
業
の
開
拓
等
で
対
応
し
、
猛

暑
対
策
と
し
て
は
救
護
所
の
設
置
、

消
防
や
医
療
機
関
と
の
連
携
、
水

分
補
給
の
促
進
に
加
え
、
高
崎
ま

つ
り
で
は
消
防
団
に
よ
る
水
ま
き

や
人
工
降
雪
等
を
実
施
し
て
い
る
。

質
問　
高
崎
ま
つ
り
・
高
崎
山
車

ま
つ
り
が
抱
え
る
主
な
課
題
は
。

答
弁　
高
崎
ま
つ
り
で
は
、
特
に

大
花
火
大
会
の
諸
経
費
の
高
騰
が
、

高
崎
山
車
ま
つ
り
で
は
、
山
車
を

引
く
人
員
や
お
囃
子
を
担
う
児
童

の
減
少
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

質
問　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
運

営
の
負
担
が
大
き
い
た
め
、
事
務

の
一
部
を
会
計
事
務
所
等
へ
委
託

し
て
い
る
ク
ラ
ブ
が
あ
る
が
、
選

択
的
委
託
制
度
導
入
後
も
現
在
の

会
計
事
務
所
等
を
継
続
し
て
利
用

す
る
こ
と
が
で
き
る
か
。

答
弁　
選
択
的
委
託
制
度
に
お
い

て
も
、
一
部
委
託
の
活
用
は
継
続

可
能
で
あ
り
、
現
在
委
託
し
て
い

る
会
計
事
務
所
等
を
継
続
し
て
選

択
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。

質
問　
自
警
団
の
名
称
で
現
在
も

外
国
人
差
別
を
行
っ
て
い
る
団
体

も
あ
る
こ
と
へ
の
認
識
は
。
ま
た
、

事
業
名
称
を
変
更
す
る
考
え
は
。

答
弁　
外
国
人
へ
の
偏
見
や
差
別

に
つ
い
て
は
、
他
の
人
権
問
題
同

様
に
課
題
解
決
に
向
け
取
り
組
ん

で
い
る
。
パ
ト
ロ
ー
ル
活
動
補
助

金
事
業
の
名
称
は
、
自
ら
の
力
で

自
分
た
ち
の
地
域
を
警
戒
す
る
と

い
う
強
い
意
志
を
示
す
た
め
自
警

団
と
し
た
。
現
在
の
と
こ
ろ
名
称

変
更
の
予
定
は
な
い
が
、
任
意
の

名
称
で
の
届
け
出
が
可
能
で
あ
る
。

質
問　
小
学
校
の
早
朝
開
門
に
つ

い
て
、
全
群
馬
教
職
員
組
合
、
高

崎
市
教
職
員
組
合
の
ア
ン
ケ
ー
ト

の
中
で
、
回
答
者
の
圧
倒
的
多
数

が
見
直
し
を
求
め
て
い
る
結
果
を

ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
て
い
る
か
。

答
弁　
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
は
承
知

し
て
お
り
、
市
内
小
・
中
学
校
の

教
職
員
の
約
２
割
が
見
直
し
を
求

め
て
い
る
と
の
こ
と
だ
が
、
本
施

策
は
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
即
し
た
も

の
と
認
識
し
て
い
る
た
め
、
来
年

度
か
ら
の
実
施
に
変
更
は
な
い
。

質
問　
事
業
の
強
行
に
よ
り
、
取

り
返
し
の
つ
か
な
い
事
故
や
市
教

育
委
員
会
と
学
校
と
の
信
頼
関
係

が
崩
壊
す
る
恐
れ
も
あ
る
。
白
紙

に
し
て
制
度
設
計
を
検
討
す
べ
き

と
考
え
る
が
、
本
市
の
見
解
は
。

答
弁　
こ
れ
ま
で
も
小
学
校
長
会

や
高
崎
市
立
学
校
職
場
臨
時
・
嘱

託
職
員
労
働
組
合
等
に
対
し
、
本

施
策
の
目
的
等
を
説
明
し
理
解
を

得
て
い
る
。
各
団
体
か
ら
質
問
や

相
談
等
は
な
く
、
本
施
策
を
白
紙

に
戻
す
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。

質
問　
平
成
29
年
に
施
行
さ
れ
た

高
崎
市
手
話
言
語
条
例
は
、
議
員

提
出
議
案
と
し
て
全
会
一
致
で
可

決
、
成
立
し
た
も
の
で
あ
る
が
、

条
例
制
定
後
の
手
話
に
関
わ
る
施

策
の
実
施
状
況
は
。

答
弁　
記
念
フ
ォ
ー
ラ
ム
や
手
話

イ
ベ
ン
ト
の
実
施
、
障
害
者
支
援

Ｓ
Ｏ
Ｓ
セ
ン
タ
ー
へ
手
話
通
訳
士

２
人
を
配
置
、
テ
レ
ビ
電
話
・
遠

隔
手
話
サ
ー
ビ
ス
の
導
入
、
避
難

所
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
支

援
ボ
ー
ド
や
災
害
時
障
害
支
援
バ

ン
ダ
ナ
の
配
備
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
施
策
を
行
っ
て
い
る
。
今
後
も

手
話
施
策
を
推
進
し
た
い
。

質
問　
高
崎
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

手
話
リ
ン
ク
を
設
置
す
る
考
え
は
。

答
弁　
手
話
リ
ン
ク
の
導
入
は
、

手
話
通
訳
士
が
不
在
の
場
合
で
も

直
接
手
話
で
問
い
合
わ
せ
る
こ
と

が
で
き
、
手
話
を
必
要
と
す
る
人

の
情
報
保
障
の
手
段
の
一
つ
と
し

て
大
変
有
益
と
考
え
る
。
今
後
、

必
要
な
事
項
を
整
理
し
た
上
で
、

導
入
に
向
け
検
討
す
る
。

金か
ね
こ子 

和か
ず
ゆ
き幸

（
日
本
共
産
党
）

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
運
営
の
委
託
に
よ
る
影
響

自
警
団
結
成
へ
の
財
政
支
援

林は
や
し　 

恒つ
ね
よ
し徳

（
市
民
ク
ラ
ブ
）

定
住
人
口
増
加
に
向
け
た
諸
課
題

中な
か
じ
ま島 

輝て
る
お男

（
市
民
ク
ラ
ブ
）

地
域
公
共
交
通

２
０
２
９
国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
に
向
け
た
ス
ポ
ー
ツ
振
興

樋ひ
ぐ
ち口 

哲て
つ
ろ
う郎

（
新
風
会
）

本
市
の
情
報
伝
達
手
段

高た
か
は
し橋　

 

淳じ
ゅ
ん 

（
新
風
会
）

持
続
可
能
な
高
崎
市
の
ま
つ
り

●手話リンク
　　    （P6参照）

一般財団法人日本財団電話リレーサービスが提供するサービスで、利用者がスマートフォン等を使いホーム
ページ上の専用ボタンを押すだけで、手話通訳オペレーターを介して手話で直接問い合わせることができる。

●選択的委託制度
　　    （P6参照）

高崎市の放課後児童クラブは、地域や保護者を中心に運営を行っているが、負担を軽減するため、令和８年
度から各クラブが、地域運営委員会方式の継続、高崎学童等外部への全部委託、業務の一部を委託する方法
を選択できる運用となる。

●自警団パトロール
　活動補助金   （P5参照）

侵入窃盗犯罪の発生地域や高齢化率が高い地域で自警団を編成し、パトロール活動を強化する地
域へ財政面の支援をするため令和7年10月に市が創設した補助制度。徒歩や自転車、青色回転灯
装備車による巡回、消防団による夜間巡回の方法でパトロールすることを編成要件としている。

●マインクラフト
　　    （P5参照）

３次元のデジタル空間において、自由に冒険やまちづくりなどを楽しめるインターネット上の
ゲームのこと。教育現場向けに特化した教育版もある。

（P7参照）

（P7参照）

まめ知識
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まめ知識

ま
め
知
識

新し
ん
ぼ保 

克か
つ
よ
し佳

（
公
明
党
）

高
崎
が
誇
る
境
涯
の
俳
人
・
村
上
鬼
城

妊
婦
へ
の
Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種

谷た
に
が
わ川 

留る
み
こ

美
子

（
超
党
派
の
会
）

小
学
校
の
早
朝
開
門

合

同

墓

新

設

●ペアレントメンター 発達に特性のある子どもを育てた経験を持つ保護者が、相談者である保護者の不安や孤立感の軽減を目的と
した、保護者同士の共感的立場から子育てを支援するもの。

●日本語指導
　スーパーバイザー

学校を巡回し、児童・生徒への日本語指導や担任等への日本語指導の在り方の助言を行う県の事業。高崎市
には１人配置されている。

●言語指導者 支援が必要な児童・生徒に対し日本語指導や学習支援などの派遣を行う市独自の事業。現在、29人の言語指
導者により11か国語に対応している。

●ＲＳウイルス
呼吸器系に感染するウイルスで、感染力が強い。生後６カ月未満の乳児が感染すると重症化することが
あるため、生まれてくる子の予防を目的に、妊娠28週から37週に至るまでの妊婦を対象として、ＲＳウ
イルスワクチン接種が令和８年度から定期接種となる。

●燻蒸 害虫駆除やカビ防止、殺菌を目的として、専用の薬剤をガス状にして対象物に浸透させる方法。

質
問　
生
誕
１
６
０
年
を
迎
え
た

村
上
鬼
城
の
価
値
を
今
後
ど
の
よ

う
に
広
め
る
考
え
か
。
ま
た
、
貴

重
な
資
料
の
保
管
方
法
や
記
念
館

へ
の
分
か
り
や
す
い
道
案
内
は
。

答
弁　
生
誕
１
６
０
年
を
き
っ
か

け
と
し
た
事
業
を
継
続
す
る
こ
と

で
俳
句
文
化
の
振
興
に
努
め
た
い
。

ま
た
、
資
料
は
状
態
に
よ
り
燻く

ん
じ
ょ
う蒸

を
行
い
、
適
切
に
管
理
し
て
い
く
。

記
念
館
へ
の
道
案
内
は
、
道
路
が

狭
く
複
雑
な
た
め
、
よ
り
分
か
り

や
す
い
方
法
を
検
討
し
た
い
。

質
問　
令
和
８
年
度
よ
り
定
期
接

種
と
な
る
Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ

ン
の
接
種
事
業
の
具
体
的
な
実
施

方
法
と
財
源
は
。

答
弁　
国
の
情
報
を
注
視
し
つ
つ
、

今
後
郡
市
医
師
会
等
と
協
議
し
な

が
ら
勧
奨
や
接
種
方
法
等
の
検
討

を
進
め
る
。
財
源
は
、
定
期
接
種

の
実
施
主
体
で
あ
る
市
の
一
般
財

源
で
賄
わ
れ
る
が
、
Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル

ス
は
Ａ
類
疾
病
に
分
類
さ
れ
る
た

め
、
接
種
費
用
の
９
割
程
度
が
地

方
交
付
税
と
し
て
措
置
さ
れ
る
。

質
問　
本
市
に
お
け
る
農
業
の
将

来
像
と
農
地
利
用
の
方
針
を
示
す

地
域
計
画
の
策
定
状
況
は
。

答
弁　
本
市
で
は
29
の
人
・
農
地

プ
ラ
ン
を
ベ
ー
ス
に
地
域
計
画
の

策
定
を
進
め
、
令
和
７
年
３
月
に

高
崎
地
域
８
つ
、
倉
渕
、
箕
郷
、

群
馬
、
榛
名
お
よ
び
吉
井
地
域
で

そ
れ
ぞ
れ
１
つ
、
合
計
13
の
地
域

計
画
を
策
定
し
た
。
１
回
目
の
協

議
の
場
を
８
月
か
ら
９
月
に
開
催

し
運
用
を
始
め
て
い
る
。

質
問　
地
域
計
画
に
お
け
る
、
地

域
内
の
農
業
を
担
う
者
の
構
成
は
。

答
弁　
本
市
の
地
域
計
画
で
は
、

地
域
内
の
農
業
を
担
う
者
は
５
１

９
経
営
体
あ
り
、
こ
の
う
ち
農
業

経
営
改
善
計
画
の
認
定
を
受
け
て

い
る
認
定
農
業
者
が
２
５
７
経
営

体
、
青
年
等
就
農
計
画
の
認
定
を

受
け
て
い
る
認
定
新
規
就
農
者
が

41
経
営
体
、
認
定
農
業
者
と
同
等

の
農
業
経
営
の
指
標
に
達
し
た
、

ま
た
は
達
す
る
見
込
み
の
あ
る
水

準
到
達
者
は
25
経
営
体
と
、
全
体

の
約
62
％
を
占
め
て
い
る
。

質
問　
一
時
保
護
さ
れ
た
子
ど
も

は
施
設
内
で
学
習
す
る
と
聞
く
。

一
時
保
護
中
の
学
習
の
状
況
、
支

援
体
制
、
ま
た
課
題
等
は
。

答
弁　
習
熟
度
や
理
解
度
に
応
じ
、

子
ど
も
を
３
つ
の
学
習
室
に
分
け
、

３
人
の
教
員
経
験
の
あ
る
学
習
指

導
員
が
教
科
書
や
プ
リ
ン
ト
を
中

心
に
学
習
指
導
を
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
プ
リ
ン
ト
学
習
中
心
の
た

め
、
本
市
も
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の

活
用
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

質
問　
発
達
に
特
性
の
あ
る
子
ど

も
と
そ
の
保
護
者
へ
の
支
援
と
し

て
、
ペ
ア
レ
ン
ト
メ
ン
タ
ー
の
活

用
が
必
要
と
考
え
る
が
、
本
市
の

支
援
体
制
や
今
後
の
展
開
は
。

答
弁　
こ
ど
も
発
達
支
援
課
で
は
、

来
所
相
談
や
市
内
の
保
育
園
等
へ

の
巡
回
相
談
の
実
施
等
に
よ
り
、

適
切
な
支
援
に
つ
な
が
る
よ
う
関

係
機
関
へ
橋
渡
し
を
行
っ
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
ど
お
り
寄
り
添
い
な
が

ら
支
援
を
提
案
す
る
と
と
も
に
、

今
後
ペ
ア
レ
ン
ト
メ
ン
タ
ー
制
度

の
活
用
に
つ
い
て
も
検
討
し
た
い
。

質
問　
外
国
籍
や
海
外
か
ら
の
帰

国
な
ど
に
よ
り
、
日
本
語
指
導
が

必
要
な
児
童
・
生
徒
が
増
加
し
て

い
る
が
、
対
応
状
況
と
課
題
は
。

答
弁　
各
学
校
に
お
い
て
、
主
に

日
本
語
指
導
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー

と
言
語
指
導
者
が
対
応
し
て
い
る
。

課
題
は
母
国
語
の
指
導
者
が
お
ら

ず
第
二
言
語
と
な
る
等
、
多
様
化

す
る
言
語
へ
の
対
応
が
挙
げ
ら
れ

る
。
人
材
確
保
と
と
も
に
今
後
も

状
況
に
応
じ
た
対
応
に
努
め
た
い
。

質
問　
多
文
化
共
生
の
推
進
に
関

す
る
計
画
や
指
針
は
あ
る
の
か
。

ま
た
、
現
状
と
今
後
の
考
え
方
は
。

答
弁　
計
画
等
は
な
い
が
、
第
６

次
総
合
計
画
で
主
要
施
策
に
掲
げ
、

異
な
る
文
化
や
価
値
観
を
認
め
合

う
多
文
化
共
生
社
会
の
実
現
に
取

り
組
ん
で
い
る
。
ま
た
、
令
和
７

年
に
開
設
し
た
外
国
人
相
談
支
援

セ
ン
タ
ー
の
外
国
人
相
談
員
が
多

文
化
共
生
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
的
な

役
割
を
担
う
他
、
さ
ま
ざ
ま
な
事

業
も
行
っ
て
い
る
。
引
き
続
き
多

文
化
共
生
社
会
の
構
築
に
努
め
る
。

質
問　
市
道
の
維
持
管
理
に
お
け

る
日
常
的
な
道
路
補
修
の
現
状
と
、

水
路
の
管
理
状
況
は
。

答
弁　
令
和
５
年
度
か
ら
穴
ぼ
こ

改
修
特
別
整
備
事
業
に
よ
り
集
中

的
に
道
路
補
修
を
実
施
し
て
い
る
。

適
切
な
補
修
方
法
を
選
定
の
上
、

土
木
事
業
者
等
に
発
注
す
る
ほ
か
、

小
規
模
な
道
路
補
修
や
不
法
投
棄

物
の
回
収
処
分
、
水
路
の
し
ゅ
ん

せ
つ
等
に
つ
い
て
は
、
道
路
維
持

課
補
修
事
務
所
の
職
員
が
迅
速
な

対
応
に
努
め
て
い
る
。

質
問　
高
崎
駅
西
口
駅
前
広
場
の

照
明
灯
は
半
分
近
く
が
消
え
た
状

態
で
あ
る
。
改
善
す
る
考
え
は
。

答
弁　
大
型
照
明
灯
は
、
本
市
が

平
成
２
年
に
２
基
設
置
し
維
持
管

理
し
て
い
る
。
北
側
の
照
明
灯
の

一
部
が
点
灯
し
て
い
な
い
状
況
を

確
認
し
て
い
る
が
、
照
明
灯
の
昇

降
設
備
が
動
作
せ
ず
器
具
が
降
下

し
な
い
た
め
、
現
在
原
因
等
を
調

査
し
て
い
る
。
改
善
に
つ
な
が
る

対
策
を
財
政
状
況
等
も
踏
ま
え
研

究
し
て
い
き
た
い
。

質
問　
小
学
校
の
早
朝
開
門
は
、

校
務
員
や
教
職
員
の
負
担
な
く
子

ど
も
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
に
、

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会
員
な

ど
地
域
の
見
守
り
員
の
活
用
が
有

効
と
考
え
る
。
そ
の
よ
う
な
人
材

を
採
用
し
配
置
す
る
考
え
は
。

答
弁　
現
在
各
学
校
で
は
、
始
業

ま
で
の
間
、
先
生
方
が
必
ず
し
も

見
守
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、

見
守
り
員
も
配
置
し
て
い
な
い
。

本
施
策
は
、
こ
れ
ま
で
の
始
業
前

の
過
ご
し
方
と
同
様
な
た
め
、
見

守
り
員
を
配
置
す
る
考
え
は
な
い
。

質
問　
合
同
墓
の
必
要
性
を
ど
の

よ
う
に
認
識
し
て
い
る
の
か
。
ま

た
、
墓
地
継
承
へ
の
不
安
解
決
の

た
め
、
合
同
墓
の
整
備
を
今
後
具

体
的
に
進
め
る
考
え
は
あ
る
の
か
。

答
弁　
こ
れ
ま
で
墓
所
形
態
を
研

究
し
た
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
が

あ
り
、
引
き
続
き
慎
重
な
市
民
ニ

ー
ズ
の
把
握
が
必
要
と
認
識
し
て

い
る
。
墓
所
整
備
は
、
県
内
外
の

事
例
を
参
考
に
今
後
も
適
切
な
施

設
の
在
り
方
を
調
査
研
究
し
た
い
。

質
問　
本
市
に
お
い
て
熊
が
出
没

し
た
際
に
は
、
ど
の
よ
う
な
対
策

を
し
て
い
る
の
か
。

答
弁　
本
市
で
出
没
し
た
熊
は
、

市
と
猟
友
会
で
組
織
す
る
鳥
獣
被

害
対
策
実
施
隊
で
対
応
し
て
い
る
。

目
撃
現
場
を
確
認
し
、
現
場
に
熊

の
姿
が
な
い
場
合
で
も
、
目
撃
情

報
や
現
場
確
認
の
結
果
に
基
づ
き
、

安
心
ほ
っ
と
メ
ー
ル
の
配
信
や
、

ス
ピ
ー
カ
ー
車
、
防
災
無
線
に
よ

る
市
民
へ
の
注
意
喚
起
、
地
元
区

長
や
教
育
機
関
へ
連
絡
を
行
う
。

ま
た
、
周
辺
の
被
害
状
況
や
痕
跡

に
応
じ
て
箱
わ
な
を
設
置
し
て
捕

獲
を
試
み
る
。
現
場
に
熊
が
い
る

場
合
に
は
、
市
民
へ
の
注
意
喚
起

や
安
全
へ
の
配
慮
と
と
も
に
、
音

を
鳴
ら
す
な
ど
し
て
追
い
込
み
を

試
み
、
追
い
払
い
が
出
来
な
い
場

合
に
は
、
周
辺
の
状
況
を
確
認
し
、

猟
銃
や
麻
酔
銃
に
よ
る
捕
獲
を
検

討
す
る
な
ど
、
い
ず
れ
の
場
合
も

市
民
の
安
全
を
最
優
先
に
考
慮
し
、

関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
対
応

を
し
て
い
る
。

質
問　
農
地
の
有
効
利
用
に
は
、

貸
し
手
と
借
り
手
の
マ
ッ
チ
ン
グ

が
重
要
だ
が
、
本
市
の
取
り
組
み

は
。
ま
た
、
集
落
営
農
組
合
等
へ

の
農
業
機
械
更
新
の
支
援
策
は
。

答
弁　
マ
ッ
チ
ン
グ
は
、
地
域
計

画
の
協
議
の
場
で
の
話
し
合
い
が

効
果
的
で
あ
り
、
今
後
も
機
会
の

創
出
に
努
め
て
い
く
。
ま
た
、
農

業
機
械
の
更
新
に
対
す
る
国
や
県

の
補
助
は
な
い
が
、
本
市
で
は
公

社
を
通
じ
、
集
落
営
農
組
織
等
を

対
象
に
補
助
率
３
分
の
１
、
２
０

０
万
円
を
上
限
に
支
援
し
て
い
る
。

質
問　
入
居
率
の
低
い
市
営
住
宅

は
、
共
益
費
の
負
担
が
増
加
傾
向

だ
が
、
助
成
の
考
え
は
。
ま
た
、

入
居
ル
ー
ル
緩
和
の
取
り
組
み
は
。

答
弁　
助
成
に
つ
い
て
は
、
現
在

の
共
益
費
が
一
般
家
庭
と
比
べ
大

き
い
か
な
ど
を
見
極
め
、
他
自
治

体
を
参
考
に
研
究
し
た
い
。
ま
た
、

入
居
ル
ー
ル
は
、
令
和
３
年
に
連

帯
保
証
人
の
要
件
を
撤
廃
し
た
。

入
居
希
望
を
妨
げ
ず
入
居
率
が
向

上
す
る
よ
う
研
究
し
て
い
く
。

大お
お
か
わ
ら

河
原 

吉よ
し
あ
き明

（
新
風
会
）

本
市
に
お
け
る
有
害
鳥
獣
対
策

長お
さ
か
べ壁 

真し
ん
じ樹

（
新
風
会
）

本
市
の
農
業
振
興

本

市

の

市

営

住

宅

青あ
お
き木 

和か
ず
や也

（
新
風
会
）

本
市
に
お
け
る
農
業
振
興

丸ま
る
や
ま山 

　
覚さ

と
る

（
公
明
党
）

児
童
相
談
所
に
お
け
る
支
援
体
制

三み
つ
い井 

暢の
ぶ
ひ
で秀

（
市
民
ク
ラ
ブ
）

多

文

化

共

生

荒あ
ら
き木 

征せ
い
じ二

（
た
か
さ
き
未
来
）

市
道
の
維
持
管
理
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常任委員会および特別委員会において、付託された
議案などを審査しました。
質疑、答弁の一部を掲載します。委員会審査委員会審査

子育て支援・定住人口増加対策特別委員会 

教 育 福 祉 常 任 委 員 会総 務 常 任 委 員 会

建 設 水 道 常 任 委 員 会 市 民 経 済 常 任 委 員 会 

質疑  倉渕福祉センター等の指定管理者の指定に
ついて、今後も人件費の高騰が見込まれるが、指
定管理料はその分も加味し設定しているのか。
答弁  指定期間である５年間の経済状況等をあら
かじめ鑑みて積算しており、また、特別な事情が
生じたときなどは、協議の上、協定の規定を変更
することができることとしている。
質疑  家庭的保育事業等の設備及び運営に関する
基準を定める条例の一部改正の内容は。
答弁  市町村が実施する健康診査の内容が、家庭
的保育事業や保育所にて実施する健康診断に相当
すると認められるときは、保育所等における健康
診断の全部または一部を省略できることとなった。

質疑  くらぶちこど
も天文台運営事業の
各所改修工事の内容
は。
答弁  天文台の出入
口付近の床材が腐食
し、破損する危険性
があるため、床板の
張替えと風雨や積雪
を防ぐためのひさし
の設置等に要する経
費を計上するもので
ある。

　　　こども家庭ソーシャルワーカーの概要は。
　　　こども家庭庁が管轄する新たな認定資格で
あり、子どもが健やかに成長できる環境を整える
役割を担うことが期待されている。
　　　現在の配置状況と今後の人材育成は。
　　　資格を有する職員が１人在職している。ま
た、幅広い現場での活躍が期待されることから、
他の児童相談所の動向を踏まえ、職員の資格取得
について検討したい。

質疑
答弁

質疑
答弁

都市集客施設整備特別委員会
　　　繰越明許費の補正において、スマートＩＣ
周辺整備事業ＡＢ地区連絡橋詳細設計委託及び地
質調査委託の繰越理由は。
　　　隣接するパーク型商業施設との連続性やラ
ンドスケープの一体感を考慮して、基本的な仕様
の検討、調整を行う必要があるが、その調整に不
測の日数を要し、業務が令和８年度に及ぶことか
ら、繰り越すものである。

質疑

答弁

質疑  債務負担行為の補正における小栗記念館
（仮称）建設補助金の内容は。
答弁  小栗上野介の墓がある東善寺において、こ
れまで独自に記念館の建設が検討されていたが、
2027年のＮＨＫ大河ドラマの放映が決定したこ
とにより、地元の有志で組織する小栗顕彰会が一
般社団法人となり、建設工事と管理運営を担うこ
ととなった。
　本市としても、小栗公の功績を多くの市民に知
ってもらいたい考えがあることから、建設費用の
一部を支援するものであり、早期着工につながる
よう、今年度中に債務負担行為を設定し、対応す
るものである。

質疑  長期優良住宅の普及の促進に関する法律関
係手数料条例の一部改正について及び都市の低炭
素化の促進に関する法律関係手数料条例の一部改
正について、各法律に基づく認定件数と環境政策
としての普及促進の取組は。
答弁  法律の施行から昨年度末までの認定件数は、
長期優良住宅が7,250件、都市の低炭素化の促進
に関する法律に基づいた建築物が117件となって
いる。
　法律の趣旨や優遇措置については、国のホーム
ページに掲載されており、本市のホームページで
は申請手続や必要書類等を案内しているが、今後
関係部局と連携し、広く周知を図っていきたい。

令和７年  市議会の状況 令和７年中に開催された本会議や委員会等の開催状況と視察の受け
入れ状況をお知らせします。

本市が先進的に取り組んでいる事業について全国から視
察がありました。

本会議

委員会等 視察受け入れ

区　分 会　期 会期日数 会議日数 一般質問者数 傍聴者数
第１回定例会 ２月20日～３月18日 27日 8日 25人 91人
第２回臨時会 ５月16日 1日 1日 － 1人
第３回定例会 ６月10日～６月25日 16日 6日 27人 88人
第４回定例会 ９月９日～９月30日 22日 5日 20人 99人
第５回定例会 11月28日～12月15日 18日 6日 24人 90人

計 84日 26日 96人 369人

区　　分 会議等
開催回数

付託議案等の数
議　案 請　願

常　 任　 委　 員　 会 41回 130件 6件
特　 別　 委　 員　 会 15回 15件 －
議 会 運 営 委 員 会 28回 － －
各 派 代 表 者 会 議 15回
広　 報　 委　 員　 会 5回

主な視察内容 件数
ヤングケアラー SOS ５件
子育てSOSサービス ３件
新町防災アリーナ／はいかい高齢者救援システム

２件介護SOSサービス／子育てなんでもセンター   
高崎芸術劇場／まちなか商店リニューアル助成 
高崎ブランド・シティプロモーション（絶メシリストなど）

受入団体数 27団体 受入人数 239人

市議会の予定
２月 定　　例　　会

20日（金） 午後１時 開会、会期の決定、施政方針など
24日（火） 午後１時 議案の提案説明
25日（水） 午後１時 総括質疑
26日（木）

午後１時 一般質問
27日（金）

３月

３日（火）
午後１時 一般質問

４日（水）

９日（月）
午前10時 総務常任委員会
午後３時 防災・危機管理対策特別委員会

10日（火）
午前10時 教育福祉常任委員会
午後３時 子育て支援・定住人口増加対策特別委員会

11日（水）
午前10時 市民経済常任委員会
午後３時 環境施設調査特別委員会

12日（木）
午前10時 建設水道常任委員会
午後３時 都市集客施設整備特別委員会

18日（水） 午後１時 委員長報告、議案等の議決、閉会

くらぶちこども天文台

議会を見てみよう

　本会議はどなたでも傍聴することができます。傍聴を希
望される方は、議会棟５階にある
傍聴受付で住所・氏名を記入して
入場してください。
　傍聴席は、車いす用の２席を含
め78席あります。
　ぜひお出かけください。

　本会議の模様をライブ中継や録画配信しています。
　市議会ホームページの「議会中継・会議録検索シ
ステム」からアクセスしてご覧ください。
　スマートフォンやタブレット端末
からもご利用いただけます。

傍聴席で インターネットで

–禁止されている主な内容–

⃝葬儀などの香典や
　結婚披露宴での祝儀
    本人出席の上、通常一般の社交の
    範囲であるときを除く。

⃝お中元やお歳暮を贈ること
⃝暑中見舞いなど
　時候のあいさつ状
    答礼のための
    自筆によるものを除く。

⃝議員に寄附を求めること

議員の寄附行為は
　　　　禁止されています

議員議員はは贈らない贈らない！！
        有権者        有権者はは求めない求めない！！



（12）「環境にやさしく」をモットーに
大豆油インキを使用しております。

議案等審議結果

賛否一覧表（上記議案等審議結果で賛否が分かれたものについて掲載しています。）
会派名

議員名

 
意見書案番号

新　風　会　19人 市民クラブ
6人

公明党
5人

たかさき
未来
3人

超党派
の会
3人

日本
共産党
2人

渡
辺
　
隆
宏

高
橋
　
　
淳

樋
口
　
哲
郎

大
河
原
吉
明

青
木
　
和
也

後
藤
　
　
彰

時
田
　
裕
之

青
柳
　
　
隆

根
岸
　
赴
夫

渡
辺
　
幹
治

白
石
　
隆
夫

長
壁
　
真
樹

大
竹
　
隆
一

松
本
　
賢
一

柄
沢
　
高
男

石
川
　
　
徹

後
閑
　
賢
二

丸
山
　
和
久

柴
田
　
和
正

横
田
　
卓
也

三
井
　
暢
秀

中
島
　
輝
男

林
　
　
恒
徳

堀
口
　
　
順

高
橋
美
奈
雄

中
村
さ
と
美

小
野
　
聡
子

新
保
　
克
佳

丸
山
　
　
覚

逆
瀬
川
義
久

宮
原
田
綾
香

荒
木
　
征
二

三
島
久
美
子

新
倉
　
哲
郎

角
倉
　
邦
良

谷
川
留
美
子

金
子
　
和
幸

伊
藤
　
敦
博

第１号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × × × ×
※起立採決により、賛成として起立した者は○、起立しなかった者は×、欠席は欠としています。議長は採決に加わらないため、斜線としています。

件　　　　名 結　果

報　告

第８号 専決処分の報告 －

議　案

第109号 市斎場 可決
第110号 倉渕福祉センター等 可決
第111号 榛名福祉会館等 可決
第112号 南八幡ふれあい館 可決
第113号 ハーモニー高崎ケアセンター 可決
第114号 社会就労センターセルプ楽間 可決
第115号 昭和町福祉作業所 可決
第116号 新町福祉作業所 可決
第117号 群馬福祉作業所 可決
第118号 吉井障害者自立支援センター 可決
第119号 群馬長寿センター 可決
第120号 新町長寿センター等 可決
第121号 倉賀野児童館等 可決
第122号 夜間休日急病診療所 可決
第123号 休日応急歯科診療所 可決
第124号 サンライフ高崎 可決
第125号 クラインガルテン 可決
第126号 榛名湖温泉ゆうすげ元湯等 可決
第127号 吉井物産センターふれあいの里 可決

第128号
市議会議員及び市長の選挙における選挙運動
用自動車の使用等の公営に関する条例の一部
改正

可決

第129号 職員等の旅費に関する条例の全部改正 可決

第130号 一時保護施設の設備及び運営に関する基準を
定める条例の一部改正 可決

第131号 家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基
準を定める条例の一部改正 可決

第132号 児童福祉施設の設備及び運営に関する基準を
定める条例の一部改正 可決

第133号 指定通所支援の事業等の人員、設備及び運営
に関する基準を定める条例の一部改正 可決

第134号 指定障害児入所施設等の人員、設備及び運営
に関する基準を定める条例の一部改正 可決

第135号 建築基準法関係手数料条例の一部改正 可決

件　　　　名 結　果

第136号 長期優良住宅の普及の促進に関する法律関係
手数料条例の一部改正 可決

第137号 都市の低炭素化の促進に関する法律関係手数
料条例の一部改正 可決

第138号 建築物のエネルギー消費性能の向上等に関す
る法律関係手数料条例の一部改正 可決

第139号 群馬県市町村総合事務組合の規約変更に関す
る協議 可決

第140号
群馬県市町村総合事務組合の災害弔慰金の支
給等に関する事務に係る共同処理の取りやめ
に伴う財産処分に関する協議

可決

第141号 一般会計（第５号） 可決
第142号 国民健康保険事業特別会計（第２号） 可決
第143号 介護保険特別会計（第２号） 可決

第144号 牛伏ドリームセンター事業特別会計
（第１号） 可決

第145号 後期高齢者医療特別会計（第２号） 可決
第146号 農業集落排水事業特別会計（第１号） 可決
第147号 水道事業会計（第１号） 可決
第148号 公共下水道事業会計（第１号） 可決

第149号 一般職の職員の給与に関する条例等の一部改
正 可決

第150号
特別職の職員の期末手当の支給に関する条例
及び教育委員会教育長の給与等に関する条例
の一部改正

可決

第151号 一般会計（第６号） 可決
第152号 国民健康保険事業特別会計（第３号） 可決
第153号 介護保険特別会計（第３号） 可決
第154号 水道事業会計（第２号） 可決
第155号 公共下水道事業会計（第２号） 可決

請　願

第６号 学校給食の無償化を求めること 継続審査

議員提出議案

第４号 議会事務局設置条例の一部改正 可決
第５号 議員派遣（広報委員会行政視察） 可決

意見書案

第１号 気候変動の影響を踏まえた治水機能増強のた
めの迅速な調査を求める意見書

可決
（多数）

※可決（多数）表記以外は全会一致です。

公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定

令
和
７
年
度
補
正
予
算

令
和
７
年
度
補
正
予
算
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